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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
最
澄
、
空
海
後
の
仏
教

が
テ
ー
マ
の
今
年
の
か
わ
ら
版
。
今
月

は
道
元
の
曹
洞
宗
に
つ
い
て
で
す
。

★
明
全
（
み
ょ
う
ぜ
ん
）

   

道
元
は
鎌
倉
時
代
中
頃
の
一
二
〇
〇

年
、
内
大
臣
久
我
通
親
の
子
と
し
て
京

都
で
誕
生
。
通
親
は
養
父
で
、
実
父
は

そ
の
息
子
、
大
納
言
堀
川
通
具
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

   

三
歳
で
父
を
、
八
歳
で
母
を
亡
く
し

た
道
元
は
、
十
三
歳
で
出
家
し
ま
す
。

   

比
叡
山
で
良
観
（
良
顕
）
、
公
円
に

師
事
し
た
後
、
建
仁
寺
で
栄
西
の
後
を

継
い
だ
明
全
に
入
門
し
ま
す
。

   

そ
の
直
後
、
三
代
将
軍
源
実
朝
の
暗

殺
（
一
二
一
九
年
）
、
朝
廷
と
幕
府
が

争
っ
た
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
が

起
き
、
世
相
は
殺
伐
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
代
に
仏
道
に
救
い
と
悟
り
を

求
め
た
道
元
は
、
一
二
二
三
年
、
明
全

と
一
緒
に
宋
に
渡
り
ま
す
。
道
元
、
二

十
三
歳
の
時
で
し
た
。

★
如
浄
（
に
ょ
じ
ょ
う
）

   

や
が
て
明
全
と
別
れ
、
ひ
と
り
で
師

を
求
め
て
宋
を
放
浪
し
ま
す
。

   
一
二
二
五
年
五
月
一
日
、
浙
江
省
の

天
童
山
景
徳
寺
で
如
浄
に
面
会
し
た
道

元
。

   

即
座
に
如
浄
こ
そ
正
師
と
悟
り
、
如

浄
も
日
本
か
ら
来
た
修
行
僧
の
非
凡
な

才
能
に
気
づ
き
、
「
仏
々
祖
々
（
ぶ
つ

ぶ
つ
そ
そ
）
の
面
授
の
法
が
成
る
」
と

語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

面
授
と
は
正
師
と
弟
子
が
相
ま
み
え
、

仏
祖
正
伝
の
教
え
が
引
き
継
が
れ
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

   

古
く
は
釈
迦
と
摩
訶
迦
葉
、
恵
果
と

空
海
の
出
会
い
も
、
面
授
の
法
の
一
場

面
で
す
。

   

長
年
坐
し
て
悟
り
を
開
き
面
壁
九
年

と
言
わ
れ
た
達
磨
大
師
以
来
の
正
伝
仏

法
を
継
承
し
て
い
た
如
浄
の
教
え
が
道

元
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

★
心
身
脱
落
（
し
ん
し
ん
だ
つ
ら
く
）

   

一
二
二
五
年
七
月
、
厳
し
い
夏
安
居

（
げ
あ
ん
ご
＝
僧
の
修
行
合
宿
）
の
坐

禅
中
の
こ
と
で
す
。

   

道
元
は
、
自
分
の
心
身
が
自
分
を
離

れ
て
全
て
の
束
縛
や
煩
悩
か
ら
解
放
さ

れ
る
感
覚
を
経
験
を
し
た
こ
と
を
如
浄

に
報
告
。
心
身
脱
落
で
す
。

   

如
浄
は
「
脱
落
、
脱
落
」
と
語
り
、

心
身
脱
落
し
た
こ
と
さ
え
忘
れ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
諭
し
つ
つ
、
道
元
が
大
悟

に
至
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
す
。

   

一
二
二
七
年
、
道
元
は
嗣
書
（
悟
り

の
証
明
書
）
を
得
て
帰
国
の
途
に
つ
き

ま
す
。

   

道
元
に
正
伝
仏
法
を
面
授
し
た
こ
と

に
安
堵
し
た
か
の
よ
う
に
、
如
浄
は
そ

の
年
に
示
寂
（
逝
去
）
し
ま
し
た
。

   

こ
の
別
れ
も
、
恵
果
と
空
海
の
惜
別

を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

★
只
管
打
坐
と
現
成
公
案

   

帰
国
後
の
道
元
は
、
修
行
と
著
述
の

日
々
に
入
り
ま
す
。

   

た
だ
ひ
た
す
ら
に
坐
禅
す
る
こ
と
を

勧
め
る
只
管
打
坐
（
し
か
ん
た
ざ
）
、

現
実
の
事
象
全
て
が
仏
道
そ
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
説
く
現
成
公
案
（
げ
ん
じ

ょ
う
こ
う
あ
ん
）
、
そ
の
結
果
と
し
て

得
ら
れ
る
悟
り
の
境
地
の
心
身
脱
落
。

   

道
元
は
、
そ
れ
ら
を
教
え
る
普
勧
坐

禅
儀
（
一
二
二
八
年
）
、
正
法
眼
蔵
（
一

二
三
一
年
）
な
ど
を
著
し
て
新
し
い
仏
法

の
礎
を
築
き
ま
す
。

   
そ
の
後
、
懐
奘
（
え
じ
ょ
う
）
、
懐

鑑
、
義
戒
、
義
演
ら
、
達
磨
宗
の
門
徒

が
相
次
い
で
道
元
に
入
門
。

   

一
二
四
三
年
、
道
元
一
門
は
京
都
を

離
れ
て
越
前
入
り
。
地
頭
で
あ
る
波
多

野
義
重
の
庇
護
の
下
、
大
仏
寺
を
開
創
。

三
年
後
に
永
平
寺
と
改
称
し
ま
す
。

   

一
二
五
三
年
、
懐
奘
が
永
平
寺
二
世

に
就
任
。
病
身
と
な
っ
た
道
元
は
療
養

の
た
め
に
京
都
に
入
り
、
八
月
二
十
八

日
に
入
滅
。
五
十
三
歳
の
生
涯
で
し
た
。

○
道
元
の
教
え
は
、
永
平
寺
三
世
、
瑩

山
紹
瑾
（
け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん
）
の

代
に
曹
洞
宗
と
し
て
確
立
。
紹
瑾
は
や

が
て
總
持
寺
も
開
き
ま
す
。

   

曹
洞
宗
は
、
道
元
・
紹
瑾
を
高
祖
・

太
祖
の
両
祖
と
し
て
い
ま
す
。

　
★
日
蓮

   

道
元
が
入
滅
し
た
一
二
五
三
年
。
時

同
じ
く
し
て
日
蓮
が
法
華
題
目
を
唱
え

て
立
宗
を
宣
言
し
ま
す
。

   

来
月
は
日
蓮
に
つ
い
て
で
す
。
乞
ご

期
待
。


